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こまき環境市民会議ニュース

編集 /  こまき環境市民会議　

　　　　　　　レジ袋有料化に向けて協議中の消費者と事業者

　　こまき環境市民会議広報紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００８・８・１　　　　　　創刊号

＊   レジ袋有料化に向けて
＊   レジ袋・過剰包装削減シンポジウム

　自然が怒っている｡地球が泣き叫んでいる｡世界のあちこちで起こる巨大な風水害、干ばつ、地震の
多発、気温上昇による氷河の溶解。
　連日、マスコミは地球の末期的状況を報じています。この自然の叫びに、私たちの出来ることは、
まだまだ残っているはずです。
　地球温暖化が取りざたされ始めた10数年前から、私たち市民団体は、「レジ袋削減」を市内の店
舗や市民に訴え続け、「マイバック持参運動」を推進してきました。
　市民の皆さんへの意識高揚の手段として、著名な講師を迎え｢レジ袋削減シンポジウム｣を幾度も開
催しました。
　レジ袋を作るのも捨てられた袋を処理するのも、巨大な石油エネルギーを消費し、大変な経費をか
けています｡その結果、多大な二酸化炭素を発生させています。このことで起こる被害は計り知れま
せん。
　今年は洞爺湖サミットが開催され、環境についての意識がさらに高められました。
小牧市でもこれまで市役所・事業者・市民団体が「レジ袋削減協議会」を設置し協議を重ねてきまし
た。改善すべき点はこれからの課題とし、レジ袋削減をめざして事業者のご理解を頂き、有料化に踏
み切ることになりました。

　　大人の責任として次世代の子らへ
                                美しい地球を残すために

９月１日レジ袋有料化に向けて
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レジ袋・過剰包装削減シンポジュウムアンケート結果

レジ袋・過剰包装削減シンポジウム開催
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あなたの性別は？
①男性　　８人　  ②女性　８９人
あなたの年齢は？
①20歳以下      ０人　②21～30歳    ０人　③31～40歳　１人   ④41～50歳　６人　⑤51～60歳　２１人
⑥61歳以上　６９人
あなたのお住まいは？
①小牧市内　９４人　②その他　　３人
あなたは、この行事をどうやって知りましたか？
①広報　２７人　②ホームページ　２人　③回覧板　１６人④人から聞いて　５３人  ⑤その他   １人
あなたは、買い物の際マイバッグを持参していますか？
①持参している　６２人　②ときどき持参している　２５人   ③持参していない１０人
自由意見
・ 一人一人の協力が大切だと感じました
・ このような行事があっても、実際のマイバッグ持参率が少ないのが残念です
・ 開始時間がヨーカ堂の開店時間と同じで参加しづらいような感じがしました
・ これだけ啓発活動をしても持参率が上がらないのであれば、レジ袋有料化
   もやむをえないのではないか
・ このようなイベントが長く続くことを願っています
・ もっと人が集まると良かった
・ 大変良いイベントだと思いました
・ リサイクルも大事だが、牛乳パック等の再利用を考えてほしい
・ 有料化が当然という意識を植え付けることが必要ではないか
・ もう少し小さいマイバッグがあると良い
・ 「意識が変われば行動を起こさなくてはいけない、祈るだけでは神様は
　　聞いてくれない」この言葉に大変感動しました
・ 飯尾先生に久しぶりに会えてうれしかった
・ レジ袋をなくし、少しでも温暖化防止に役立つようにしたい
・ 万引きの問題は良くわかりました、自信をもってマイバッグを持参したい
・ 春日井市のナフコは、レジ袋がごみ袋になっているので、小牧市でも検討していただきたい
・ 話がおもしろく、非常にわかりやすかった
・ 記念品が良かった

　３月８日（土）「こまき環境市民会議」では、環境問題の視点でスーパーのレジ袋や過剰包装を減
らそうと、小牧市味岡市民センター講堂で約100名の市民が集まり環境保護のために「自らできる
ことは何か」を考えたシンポジュウムが開催されました。「こまき環境市民会議」の稲垣副会長の開
会挨拶から始まり、中日新聞の飯尾歩論説委員が基調講演を「今年は全国でレジ袋の有料化」が当た
り前となり「環境」が「風景となり定着する年になりそう」と指摘した。
　その後市内のスーパーの店長らを交えたパネルディスカッションではそれぞれ資源回収やレジ袋不
要キャンペーンなど各店舗の取り組みを紹介。ただ小売業だけに売り上げが気になり「市民の協力と
理解が大切」と支援を求める声も大きく上がった。
とにかく環境問題はもはや待ったなしに迫ってきています。

飯尾歩論説委員の基調講演「マイバッグ持参を当然のこととしましょう」


